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大学病院に皮膚科開設
皮膚外科治療も充実させ

美容皮膚科治療も順次導入へ

　

本
学
病
院
は
７
月
30
日
（
月
）
に

皮
膚
科
を
開
設
し
、
診
療
を
開
始
し

た
。
診
療
は
４
月
に
本
学
に
赴
任
し

た
皮
膚
科
学
・
林 

宏
一
教
授
が
担

当
す
る
。
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◇
―
◇　

◇
―
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皮
膚
科
で
扱
う
疾
患
は
多
種
に
お

よ
び
ま
す
が
、
今
後
当
科
で
行
う
診

療
に
つ
い
て
概
説
い
た
し
ま
す
。

　
一
般
的
な
皮
膚
科
診
療
と
し
て
は
、

接
触
皮
膚
炎
（
か
ぶ
れ
）、
じ
ん
ま

し
ん
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、
脂
漏

性
皮
膚
炎
（
フ
ケ
症
）、
皮
脂
欠
乏

性
皮
膚
炎
、胼べ

ん

胝ち

（
タ
コ
）、鶏け

い
が
ん眼（

ウ

オ
ノ
メ
）、
ざ
瘡
（
ニ
キ
ビ
）、
尋
常

性
疣ゆ

う
ぜ
い贅
（
イ
ボ
）、
口
唇
ヘ
ル
ペ
ス
、

帯
状
疱
疹
、
膿の

う
か
し
ん

痂
疹
（
と
び
ひ
）、

白は
く
せ
ん癬
（
水
虫
）
虫
刺
症
、
円
形
脱
毛

症
な
ど
の
皮
膚
疾
患
の
診
断
と
治
療

を
行
い
ま
す
。
難
治
性
の
疾
患
に
対

し
て
は
紫
外
線
を
照
射
す
る
エ
キ
シ

マ
ラ
イ
ト
を
用
い
た
光
線
治
療
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
皮
膚
に
対
す
る
外
科
的
治
療

を
皮
膚
外
科
と
呼
び
ま
す
が
、
こ
の

皮
膚
外
科
治
療
も
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
主
な
対
象

は
色
素
性
母ぼ

斑は
ん

（
ホ
ク
ロ
）、
粉
瘤

な
ど
の
良
性
腫
瘍
や
基
底
細
胞
癌
な

ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
治
療
に
お
け
る

診
断
機
器
と
し
て
、
皮
膚
病
変
を
拡

大
し
て
観
察
す
る
ダ
ー
モ
ス
コ
ピ
ー

検
査
機
器
お
よ
び
体
表
の
浅
い
部
分

に
対
応
し
た
高
周
波
エ
コ
ー
装
置
を

用
い
皮
膚
病
変
の
よ
り
正
確
な
診
断

を
行
い
、
そ
れ
に
基
づ
く
皮
膚
外
科

治
療
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
後
、
色
素
性
母
斑
（
ホ

ク
ロ
）・
脂
漏
性
角
化
症
（
盛
り
上

が
っ
た
シ
ミ
）
な
ど
に
つ
い
て
は
、

よ
り
薄
く
均
一
な
蒸
散
が
可
能
な
高

機
能
炭
酸
ガ
ス
レ
ー
ザ
ー
装
置
に
よ

る
レ
ー
ザ
ー
治
療
、
ま
た
脱
毛
レ
ー

ザ
ー
装
置
を
用
い
た
医
療
脱
毛
・

レ
ー
ザ
ー
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
な
ど
の
美

容
皮
膚
科
治
療
も
順
次
導
入
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
皮
膚
科
学　

教
授　

林 

宏
一
）

代
表
的
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
本
学
の
情
報
を
配
信

新設された皮膚科を担当する林教授

学生の研究に県の科研費助成金が交付される
第
５
学
年 

清
水
ま
や
さ
ん
・
大
谷
有
希
さ
ん
の
研
究
に

一
般
財
団
法
人

長
野
県
科
学
振
興
会
よ
り
交
付

　

第
５
学
年
の
清
水
ま
や
さ
ん
と
大
谷
有
希
さ
ん
が
行
っ
て
い
る
研
究
「
口

唇
腺
を
構
成
す
る
細
胞
は
分
泌
癌
の
発
生
母
細
胞
と
な
る
か
？
」に
対
し
て
、

６
月
26
日
に
一
般
財
団
法
人
長
野
県
科
学
振
興
会
か
ら
科
学
研
究
費
助
成

金
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
二
人
は
さ
ら
に
研
究
を
進
め
、
そ
の

成
果
を
８
月
25
日（
土
）・26
日（
日
）に
東
京
歯
科
大
学
で
開
催
さ
れ
る
「
第

29
回
日
本
臨
床
口
腔
病
理
学
会
」
に
お
い
て
発
表
す
る
。

　

清
水
さ
ん
と
大
谷
さ
ん
は
、
第
３
学
年
の

選
択
科
目
「
歯
科
医
学
研
究
」
に
お
い
て
、

口
腔
病
理
学
の
「
正
常
顎
下
腺
に
お
け
る
マ

ン
マ
グ
ロ
ビ
ン
陽
性
細
胞
の
分
布
」
を
テ
ー

マ
に
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。
マ
ン
マ
グ
ロ
ビ

ン
は
乳
腺
で
分
泌
さ
れ
る
タ
ン
パ
ク
質
だ
が
、

唾
液
腺
腫
瘍
に
も
乳
腺
の
あ
る
腫
瘍
と
よ
く

似
た
特
徴
を
持
つ
う
え
に
、
マ
ン
マ
グ
ロ
ビ

ン
を
産
生
す
る
腫
瘍
が
あ
る
こ
と
に
興
味
を

抱
い
た
の
が
、
研
究
を
始
め
た
き
っ
か
け
と

な
っ
た
。

　

そ
の
唾
液
腺
腫
瘍
は
、「Secretory Car-

cinom
a

（
分
泌
癌
）」
と
呼
ば
れ
、
発
症
年

齢
は
40
～
60
歳
。
男
女
差
は
な
く
、
大
唾
液

腺
で
は
耳
下
腺
や
顎
下
腺
に
、
小
唾
液
腺
で

は
口
唇
腺
や
頬
腺
に
発
症
す
る
稀
な
腫
瘍
だ
。

病
理
組
織
学
的
に
は
、
腺
房
部
の
細
胞
お
よ

び
介
在
部
の
導
管
に
類
似
す
る
腫
瘍
細
胞
の

増
殖
か
ら
な
る
が
、
発
生
母
地
は
い
ま
だ
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
二
人
は
、「
正
常
な
唾
液
腺
に
分

泌
癌
の
発
生
母
地
と
な
る
細
胞
が
潜
ん
で
い

る
」
と
の
仮
説
を
立
て
、
そ
れ
を
証
明
す
る

た
め
、
正
常
顎
下
腺
５
例
を
用
い
て
マ
ン
マ

グ
ロ
ビ
ン
の
有
無
を
調
べ
る
予
備
実

験
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
マ
ン
マ

グ
ロ
ビ
ン
産
生
細
胞
は
正
常
顎
下
腺

に
も
存
在
し
、
陽
性
率
は
６
・
４
％

で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
陽
性
部
位
は
腺

房
部
が
多
く
、
導
管
部
で
は
少
な
い

傾
向
を
示
し
た
。

　

二
人
は
第
４
学
年
以
降
も
研
究
を

継
続
。
部
位
を
口
唇
腺
に
絞
り
込
ん

で
症
例
数
を
増
や
し
、
マ
ン
マ
グ
ロ

ビ
ン
が
口
唇
腺
を
構
成
す
る
正
常
な

細
胞
の
「
ど
こ
に
、
ど
の
よ
う
に
」

分
布
し
、
性
差
や
年
齢
と
の
相
関
関

係
が
あ
る
か
を
統
計
的
に
調
べ
る
こ

と
に
し
た
。
こ
の
研
究
の
タ
イ
ト
ル

を
「
口
唇
腺
を
構
成
す
る
細
胞
は
分

泌
癌
の
発
生
母
細
胞
と
な
る
か
？
」

と
し
、
清
水
さ
ん
が
代
表
し
て
一
般

財
団
法
人
長
野
県
科
学
振
興
会
の
科

学
研
究
費
助
成
金
に
申
請
し
た
と
こ

ろ
、
交
付
が
決
定
し
た
。
同
振
興
会

は
、
長
野
県
内
に
お
け
る
科
学
水
準

の
向
上
、
科
学
知
識
の
普
及
啓
発
を

図
り
公
益
の
増
進
に
関
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
県
内
の
研
究
者
に
研
究

助
成
金
を
交
付
し
て
い
る
。

　

本
学
学
生
が
在
学
中
に
科
学
研
究

費
助
成
金
の
交
付
を
受
け
る
の
は
初

め
て
の
ケ
ー
ス
で
、
歯
科
医
師
と
し

て
の
リ
サ
ー
チ
マ
イ
ン
ド
を
身
に
つ

け
る
こ
と
を
目
的
に
開
講
さ
れ
た
本

学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
「
歯
科
医
学
研

究
」
が
、
実
を
結
ん
だ
と
い
え
る
。

　

二
人
は
、
一
日
の
臨
床
実
習
を
終

え
た
後
、
口
腔
病
理
学
講
座
の
研
究

室
で
夜
遅
く
ま
で
研
究
に
取
り
組
ん

蛍光顕微鏡でマンマグロビン陽性細胞の有無を確認する清水さん（手前）と大谷さん

マ
ン
マ
グ
ロ
ビ
ン
とSOX10

の
染
色
画
像

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
有
効
活
用

大
学
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
で
積
極
的
に
情
報
を
配
信

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
や
動
画

共
有
サ
ー
ビ
ス
、
画
像
共
有
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
は
、

拡
散
性
や
即
時
性
、
双
方
向
性
な
ど

の
特
性
を
持
っ
て
お
り
、
今
や
個
人

は
も
と
よ
り
多
く
の
行
政
機
関
や

企
業
、
教
育
機
関
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
情
報
を
配
信
し

で
い
る
。
清
水
さ
ん
は
「
未
知
の
世

界
の
解
明
に
触
発
さ
れ
ま
す
。
研
究

を
し
て
い
る
お
か
げ
で
、
臨
床
実
習

を
し
て
い
て
も
、
見
た
目
だ
け
で
な

く
、
疾
患
の
奥
に
潜
ん
で
い
る
も
の

を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」と

話
し
、
大
谷
さ
ん
は
「
研
究
の
面
白

さ
と
奥
深
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

も
っ
と
先
を
見
据
え
て
分
泌
癌
や
そ

の
他
の
マ
ン
マ
グ
ロ
ビ
ン
を
産
生
す

る
唾
液
腺
腫
瘍
の
発
生
機
序
を
解
明

で
き
れ
ば
」
と
、
意
欲
的
だ
。

　

指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
総
合
歯
科

医
学
研
究
所
の
長
谷
川
博
雅
教
授
は
、

「
よ
い
歯
科
医
師
は
、
同
時
に
よ
い

科
学
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
研

究
を
通
じ
て
、
論
理
的
な
思
考
を
し

て
問
題
を
解
決
す
る
能
力
を
身
に
つ

け
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
て

い
る
。

て
い
ま
す
。

　

本
学
に
お
い
て
も
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
利
用
者
の
本
学
へ
の
関
心
を

高
め
、
ま
た
本
学
へ
の
理
解
を
深
め

る
た
め
に
、
代
表
的
な
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
の
大
学
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

を
開
設
し
ま
し
た
（
図
）。
入
試
広

報
室
で
は
本
学
の
教
育
・
研
究
活
動

や
学
生
・
教
員
の
活
動
、
受
験
生
向

け
の
入
試
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
積
極
的
に

配
信
し
て
い
ま
す
。

　

大
学
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
は
大
学
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

　

ア
カ
ウ
ン
ト
の
フ
ォ
ロ
ー
や
「
い

い
ね
」
ア
ク
シ
ョ
ン
、
投
稿
記
事
の

シ
ェ
ア
な
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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ア
テ
ナ
イ
か
ら
の
貢
ぎ
物
を
積
ん

だ
黒
い
帆
の
船
は
ク
レ
タ
島
の
港
に

着
い
た
。
生
け
贄
と
さ
れ
る
青
年
男

女
は
、
ミ
ノ
ス
王
の
宮
殿
に
連
行
さ

れ
た
。
彼
ら
の
先
頭
に
立
っ
た
テ
セ

ウ
ス
は
、
ア
テ
ナ
イ
の
王
子
と
し
て

残
酷
な
人
身
御
供
は
止
め
る
よ
う
に

と
進
言
し
た
が
、
ク
レ
タ
島
の
王
は

「
お
前
も
ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス
（
図
１
）

の
餌
食
と
な
れ
」
と
、
全
く
耳
を
貸

そ
う
と
も
せ
ず
に
、彼
を
監
禁
し
た
。

　

テ
セ
ウ
ス
は
牛
頭
人
身
の
人
食
い

怪
物
と
の
格
闘
を
怖
れ
て
は
い
な
か

っ
た
が
、
一
度
入
っ
た
ら
脱
出
は
不

可
能
だ
と
い
う
大
迷
宮
ラ
ビ
リ
ン
ス

の
謎
に
は
思
い
悩
ん
で
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
か
ら

救
い
の
手
が
現
れ
た
。
王
の
娘
ア
リ

ア
ド
ネ
が
テ
セ
ウ
ス
の
雄
々
し
い
姿

を
垣
間
見
て
、
す
っ
か
り
心
を
奪
わ

れ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

恋
情
に
耐
え
か
ね
た
彼
女
は
、
夜

半
ひ
そ
か
に
牢
獄
の
テ
セ
ウ
ス
の
許

に
忍
び
込
み
、
彼
の
愛
が
得
ら
れ
る

な
ら
ば
、
父
母
を
も
裏
切
っ
て
、
異

父
兄
の
ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス
を
殺
す
こ
と

に
協
力
し
よ
う
と
申
し
出
た
。

　

必
ず
妻
と
し
て
一
緒
に
帰
国
す
る

と
約
束
さ
せ
た
ア
リ
ア
ド
ネ
は
、
迷

宮
を
設
計
し
た
天
才
工
匠
ダ
イ
ダ
ロ

ス
を
訪
れ
て
、
そ
の
構
造
と
脱
出
法

と
を
聞
き
出
し
た
。
す
な
わ
ち
、
赤

い
麻
糸
の
玉
を
持
っ
て
入
り
、
一
端

を
入
り
口
の
近
く
に
結
び
付
け
て
糸

を
伸
ば
し
な
が
ら
進
む
の
だ
。
帰
途

は
そ
の
糸
を
辿
れ
ば
脱
出
で
き
る
と

い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

美
し
い
王
女
か
ら
与
え
ら
れ
た
糸

玉
と
短
剣
を
隠
し
持
っ
た
テ
セ
ウ
ス

は
、
自
ら
最
初
の
犠
牲
と
な
る
こ
と

を
志
願
し
て
ラ
ビ
リ
ン
ス
に
入
っ
て

い
っ
た
。（
図
２
、
３
）

　

大
迷
宮
の
奥
に
潜
ん
で
い
た
凶
暴

な
ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス
と
は
、
す
さ
ま
じ

い
死
闘
と
な
っ
た
。
辛
う
じ
て
勝
ち

を
制
し
た
テ
セ
ウ
ス
は
、
怪
物
に
止

め
を
刺
す
（
図
４
）
と
、
糸
玉
を
巻

き
戻
し
な
が
ら
入
り
口
に
戻
り
、
脱

出
に
も
見
事
に
成
功
し
た
の
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
恋
し
い
男
へ
の
心
配
に

身
を
細
ら
せ
て
待
っ
て
い
た
ア
リ
ア

ド
ネ
と
と
も
に
、
ア
テ
ナ
イ
の
仲
間

た
ち
を
救
出
し
て
、港
へ
と
急
い
だ
。

　

ミ
ノ
ス
王
が
王
女
の
出
奔
と
人
身

御
供
た
ち
の
脱
出
、
さ

ら
に
ラ
ビ
リ
ン
ス
で
の

惨
劇
に
も
気
づ
い
て
、

追
っ
手
を
か
け
た
と
き

に
は
、
テ
セ
ウ
ス
た
ち

の
船
は
す
で
に
遥
か
彼

方
に
逃
げ
去
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

　

彼
ら
の
船
は
北

に
進
路
を
と
り
、

故
国
ア
テ
ナ
イ
へ

の
航
路
の
中
間
に

あ
る
ナ
ク
ソ
ス
島

に
上
陸
し
て
、
ほ

っ
と
一
息
つ
い
た

と
こ
ろ
が
、
こ
こ

に
は
意
外
な
出
来

事
が
待
っ
て
い
た
。

　

こ
の
島
の
守
護
神
で
あ
る
祝
祭
と

酒
の
神
デ
ィ
オ
ニ
ソ
ス
（
英
語
名
バ

ッ
カ
ス
）
が
、
美
し
い
ア
リ
ア
ド
ネ

に
一
目
ぼ
れ
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
。

　
「
自
分
の
妃
に
す
る
か
ら

譲
れ
」
と
い
う
神
の
命
令
に

は
、
豪
勇
無
双
の
英
雄
で
は

あ
っ
て
も
モ
ー
タ
ル
（
死
す

べ
き
存
在
）
の
人
間
が
逆
ら
え
る
は

ず
が
な
い
。泣
く
泣
く
テ
セ
ウ
ス
は
、

翌
朝
未
明
に
熟
睡
し
て
い
る
彼
女
を

島
に
置
き
去
り
に
し
て
、
出
帆
し
て

い
っ
た
。　
（
つ
づ
く
）

�

（
笠
原　

浩
）

名
画
で
楽
し
む
ギ
リ
シ
ア
神
話
〈
17
〉

テ
セ
ウ
ス
と
ア
リ
ア
ド
ネ
③

図 1 ミノタウロス

図 2 Jean-Baptiste Regnault : テセウスに糸玉と短剣を与えるアリアドネ

図 3 Edward Burne-Jones：大迷宮ラビリンスの中のテセウス

図 4 ミノタウロスを仕留めるテセウス（ルーブル美術館）

第4回松本歯科大学眼科セミナー
第24回長野県眼科学術講演会

60 人が参加し活発な意見交換

　

７
月
１
日
（
日
）、
松
本
市
の
ホ

テ
ル
ブ
エ
ナ
ビ
ス
タ
に
お
い
て
、
第

４
回
松
本
歯
科
大
学
眼
科
セ
ミ
ナ
ー

お
よ
び
第
24
回
長
野
県
眼
科
学
術
講

演
会（
参
天
製
薬
主
催
）が
行
わ
れ
た
。

　

ま
ず
、
毛
塚
眼
科
医
院
・
東
京
医

科
大
学
眼
科
兼
任
教
授
の
毛
塚
剛
司

先
生
が「
視
神
経
炎
の
鑑
別
と
治
療
」

と
題
し
て
講
演
さ
れ
た
。
毛
塚
先
生

は
、
視
神
経
炎
の
検
査
所
見
・
臨
床

経
過
・
治
療
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
、

視
神
経
炎
と
関
連
の
深
い
自
己
抗
体

や
、
ス
テ
ロ
イ
ド
・
免
疫
抑
制
剤
を

用
い
た
治
療
、
血
漿
交
換
療
法
な
ど

に
つ
い
て
も
詳
細
な
解
説
が
な
さ
れ

た
。

　

次
に
、
本
学
眼
科
学
の
太
田
浩
一

教
授
が
「
黄
斑
円
孔
の
エ
ト
セ
ト
ラ 

―
10
年
間
の
硝
子
体
手
術
か
ら
」
と

題
し
て
講
演
さ
れ
た
。太
田
教
授
は
、

ま
ず
硝
子
体
手
術
の
進
歩
に
つ
い
て

触
れ
ら
れ
た
後
、
特
発
性
黄
斑
円
孔

手
術
後
の
網
膜
微
細
構
造
の
変
化
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た

臨
床
研
究
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
述
べ

ら
れ
た
。

　

最
後
に
、
名
古
屋
市
立
大
学
医
学

部
眼
科
の
吉
田
宗
徳
臨
床
教
授
が

「
網
膜
静
脈
分
枝
閉
塞
症 

―
早
期
治

療
の
意
義
と
病
診
連
携
の
取
り
組
み

―
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ
た
。
吉
田

教
授
は
、
網
膜
静
脈
分
枝
閉
塞
症
の

治
療
の
変
遷
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
、

現
在
で
は
早
期
治
療
が
重
要
と
な
っ

て
い
る
と
力
説
さ
れ
た
。
ま
た
、
病

診
連
携
の
試
み
に
つ
い
て
も
述
べ
ら

れ
た
。
遠
方
か
ら
の
紹
介
も
多
く
、

近
隣
の
診
療
所
で
定
期
検
査
を
依
頼

し
て
い
る
が
、
そ
の
際
の
再
紹
介
基

準
な
ど
が
示
さ
れ
た
。

　

講
演
会
に
は
長
野
県
内
の
眼
科
医

師
を
中
心
に
60
人
が
参
加
し
た
。
終

了
後
に
は
本
学
病
院
眼
科
開
設
10
周

年
記
念
情
報
交
換
会
が
催
さ
れ
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

（
眼
科
学　

講
師　

佐
藤
敦
子
） 講演する太田教授

夢はオリンピックで活躍 !
「スポーツ能力測定会 in 長野」を本学で開催

　

７
月
22
日
（
日
）、
本
学
体
育
館

に
お
い
て
日
本
航
空
株
式
会
社
（
Ｊ

Ａ
Ｌ
）
と
長
野
県
競
技
力
向
上
対
策

本
部
が
主
催
す
る
「
ス
ポ
ー
ツ
能
力

測
定
会
in
長
野
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

専
用
の
測
定
機
器
を
使
用
し
た
ス

ポ
ー
ツ
能
力
測
定
会
を
実
施
し
、
子

ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
特
性
に
合

っ
た
ス
ポ
ー
ツ
に
出
合
え
る
よ
う
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
う
と
と
も
に
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
ル
候
補
選
手
と
将
来

一
流
の
ア
ス
リ
ー
ト
に
育
つ
可
能
性

の
高
い
人
材
を
早
期
発
掘
し
、
子
ど

も
た
ち
に
夢
を
持
っ
て
取
り
組
む
す

ば
ら
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
目
的
。

　

当
日
は
、
対
象
と
な
る
小
学
４
～

６
年
生
約
４
０
０
人
が
参
加
し
、
10

メ
ー
ト
ル
ス
プ
リ
ン
ト
、
敏
捷
性
、

ジ
ャ
ン
プ
力
、
リ
カ
バ
リ
ー
バ
ラ
ン

ス
、
反
応
ス
テ
ッ
プ
、
ス
イ
ン
グ
ス

ピ
ー
ド
の
６
項
目
の
測
定
が
実
施
さ

れ
た
。そ
の
測
定
結
果
を
分
析
し
て
、

個
人
の
長
所
・
短
所
を
明
確
に
し
、

64
種
目
の
競
技
の
中
か
ら
、
そ
の
子

の
特
徴
を
生
か
せ
る
ス
ポ
ー
ツ
や
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
が

行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
当
日
の
測
定
結
果
を
基
に

今
後
さ
ら
な
る
持
久
系
能
力
テ
ス
ト

や
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
等
を
経
て

選
抜
さ
れ
た
小
学
生
は
、「
キ
ラ
キ

ラ
っ
子
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
第

１
期
生
と
し
て
、
専
門
的
指
導
者
に

よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
受
け
、
将
来
、
国
体
な
ど
の
国
内

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
大
会
や
国
際
大

会
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍
で
き
る

ア
ス
リ
ー
ト
を
目
指
す
。

　

本
学
は
、
２
０
２
０
年
に
開
催
さ

れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
成
功
に
向
け

て
、
一
般
財
団
法
人
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

組
織
委
員
会
と
大
学
連
携
協
定
を
締

結
し
て
お
り
、
今
後
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
教
育
の
推
進
や
大
会
機
運
の
醸
成

に
向
け
て
、
学
内
の
施
設
貸
し
出
し

な
ど
で
「
キ
ラ
キ
ラ
っ
子
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
協
力
し
て
い
く
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

歯
学
部
学
生
が
優
秀
発
表
賞
を
受
賞

第
86
回
松
本
歯
科
大
学
学
会

　

６
月
30
日
（
土
）、
講
義
館
に
お

い
て
第
86
回
松
本
歯
科
大
学
学
会

（
総
会
）
が
開
催
さ
れ
た
。
例
年
の

総
会
よ
り
や
や
少
な
め
の
、
一
般
講

演
４
演
題
の
発
表
が
あ
り
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
な
か
で
真
摯
で
活
発
な

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

　

口
腔
顎
顔
面
外
科
学
講
座
か
ら
は
、

高
田
寛
子
先
生
ら
が
過
去
３
年
間
の

６
８
３
７
人
に
お
け
る
下
顎
埋
伏
智

歯
症
例
の
臨
床
統
計
の
報
告
、
歯
科

保
存
学
講
座
か
ら
は
、
宮
國 

茜
先
生

ら
に
よ
る
難
治
性
根
尖
性
歯
周
炎
に

対
し
て
の
意
図
的
再
植
術
の
経
過
観

察
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
歯

学
部
第
４
学
年
の
中
田
智
是
君
、
大

毛
翔
吾
君
、
第
３
学
年
の
植
野
裕
司

君
、
浮
田
英
彦
君
、
高
坂
怜
子
さ
ん

ら
に
よ
る
口
腔
細
菌
学
講
座
と
の
共

同
研
究
に
お
け
るGem

ella

属
と

歯
周
病
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
興
味

深
い
発
表
が
あ
っ
た
。

　

一
般
発
表
後
、
特
別
講
演
と
し
て

東
京
医
科
歯
科
大
学
大
学
院
医
歯
学

総
合
研
究
科
法
医
学
分
野
の
櫻
田
宏

一
教
授
に
よ
る
「
個
人
識
別
に
お
け

る
法
歯
学
の
役
割
」
と
題
し
た
講
演

が
な
さ
れ
た
。
法
歯
学
は
、
犯
罪
関

連
の
ご
遺
体
や
生
体
試
料
か
ら
の
個

人
識
別
は
も
と
よ
り
、
近
年
多
発
す

る
大
事
故
・
大
災
害
で
の
身
元
確
認

な
ど
、
社
会
的
に
重
要
な
任
務
を
担

っ
て
い
る
分
野
で
あ
り
、
そ
の
内
容

や
社
会
へ
の
貢
献
に
つ
い
て
の
貴
重

な
内
容
を
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

　

な
お
、
優
秀
発
表
賞
は
中
田
君
ら

に
よ
る
「
唾
液
中
の
溶
血
性
細
菌
と

歯
周
疾
患
と
の
関
連
性
」
に
授
与
さ

れ
た
。

（
病
院
連
携
型
口
腔
診
療
部
門　

教
授　

内
田
啓
一
）

左から高坂さん、浮田君、植野君、中田君、大毛君

バランス力やジャンプ力を測定する子どもたち

　

記
録
的
な
暑
さ
が
続
い
て
い
る
。

早
朝
は
清
々
し
い
が
９
時
を
過
ぎ
れ

ば
太
陽
の
日
が
つ
ら
い
。
夕
方
息
子

と
タ
モ
を
も
っ
て
川
へ
出
か
け
て
み

た
。
ひ
ん
や
り
と
し
て
透
明
な
小
川

を
さ
か
の
ぼ
る
。
何
か
捕
れ
る
か
な

と
軽
い
気
持
ち
で
川
岸
を
ザ
ク
ザ
ク

と
探
っ
て
み
る
と
、
川
エ
ビ
が
捕
れ

た
。
初
体
験
の
息
子
は
大
喜
び
で
、

ザ
ブ
ザ
ブ
と
探
り
な
が
ら
進
む
。

　

沢
蟹
、
蛙
、
カ
ワ
ニ
ナ
、
モ
ツ
ゴ

な
ど
も
網
に
か
か
っ
た
。
さ
て
こ
れ

ら
を
ど
う
す
る
か
？
息
子
の
答
え
は

決
ま
っ
て
い
る
。「
飼
い
た
い
」
の

だ
。
世
話
す
る
こ
と
を
条
件
に
持
ち

帰
り
、
水
槽
で
飼
育
を
始
め
た
。
水

を
定
期
的
に
交
換
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に

餌
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ

が
、
４
歳
児
が
ひ
と
り
で
や
る
の
は

難
し
い
の
で
一
緒
に
世
話
を
す
る
。

蛙
の
た
め
に
庭
で
コ
オ
ロ
ギ
を
捕
ま

え
て
水
槽
に
入
れ
て
み
る
が
変
化
な

し
。
次
に
蜘
蛛
を
入
れ
る
と
、
さ
っ

き
ま
で
い
た
コ
オ
ロ
ギ
が
一
匹
も
い

な
い
!
そ
う
し
て
い
る
と
蛙
が
蜘
蛛

を
パ
ク
ッ
と
食
べ
た
。

　

あ
る
朝
駐
車
場
で
セ
ミ
が
羽
化
し

か
け
て
い
た
。
息
子
と
観
察
し
て
い

た
が
、
抜
け
殻
か
ら
出
ら
れ
ず
、
羽

が
半
分
シ
ワ
ク
チ
ャ
で
前
足
も
出
て

こ
な
い
。
息
子
に
こ
の
セ
ミ
が
お
そ

ら
く
死
ん
で
し
ま
う
こ
と
を
説
明
す

る
と
意
外
と
反
応
は
無
い
と
い
う
か

普
通
だ
っ
た
。
夜
は
ク
ワ
ガ
タ
を
探

し
に
真
っ
暗
闇
の
森
の
中
へ
、
懐
中

電
灯
を
も
っ
て
大
冒
険
だ
。

　

エ
ア
コ
ン
の
利
い
た
部
屋
で
テ
レ

ビ
ゲ
ー
ム
も
い
い
が
、
川
遊
び
や
昆

虫
採
集
な
ど
、
夏
だ
か
ら
こ
そ
、
子

ど
も
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
今
を
満
喫

し
て
も
ら
い
た
い
。
子
ど
も
と
の
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
し
て
満
足
し
て

い
る
自
分
に
気
が
つ
き
、
暑
さ
に
感

謝
し
つ
つ
充
実
し
た
夏
と
な
っ
た
。
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耳鼻いんこう科　ST（言語聴覚士）
田村　匠さん

　

今
年
、
新
潟
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
大
学
を
卒
業
し
、
当
院
耳
鼻
い
ん

こ
う
科
に
入
職
し
た
田
村 

匠
さ
ん

に
今
回
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
み
ま

し
た
。

Ｑ
１　

当
院
に
入
職
し
よ
う
と
思
っ

た
き
っ
か
け
は
？

Ａ
１　

長
野
県
内
で
聴
覚
の
リ
ハ
ビ

リ
を
行
っ
て
い
る
施
設
は
少
な
い
の

で
す
が
、
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
い
た

ら
、
松
本
歯
科
大
学
病
院
で
Ｓ
Ｔ
を

募
集
と
い
う
情
報
が
ヒ
ッ
ト
し
、
見

学
に
来
た
と
こ
ろ
、
耳
鼻
い
ん
こ
う

科
医
師
の
相
馬
先
生
の
熱
意
に
心
打

た
れ
、今
回
の
入
職
と
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
２　

現
在
の
業
務
内
容
は
？

Ａ
２　

音
声
障
害
の
リ
ハ
ビ
リ
や
補

聴
器
の
調
整
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

毎
週
月
曜
Ｐ
Ｍ
、
水
曜
Ａ
Ｍ
、
木
曜

Ｐ
Ｍ
で
、
補
聴
器
外
来
を
予
約
に
て

行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
３　

音
声
障
害
の
リ
ハ
ビ
リ
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ
３　

声
の
大
き
さ
や
高
さ
の
異

常
、
吃き

つ
お
ん音
、
嗄さ

せ
い声
の
検
査
や
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。
実
は
こ
れ
、
ト
ロ

ン
ト
国
際
映
画
祭
で
最
高
賞
を
受
賞

し
た
「
英
国
王
の
ス
ピ
ー
チ
」
と
い

う
映
画
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
映
画
は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら

吃
音
に
悩
む
英
国
王
ジ
ョ
ー
ジ
６
世

が
、
Ｓ
Ｔ
の
力
を
借
り
な
が
ら
克
服

し
、
国
民
に
愛
さ
れ
る
王
に
な
る
ま

で
を
描
く
実
話
に
基
づ
い
た
感
動
作

で
す
。

Ｑ
４　

補
聴
器
外
来
で
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
か
？

Ａ
４　

患
者
様
の
今
の
聴
こ
え
に
つ

い
て
説
明
を
行
い
、
そ
の
方
の
聴
こ

え
に
合
わ
せ
、
毎
週
適
合
検
査
の
結

果
と
そ
の
方
の
意
見
を
踏
ま
え
、
補

聴
器
を
調
整
し
て
い
ま
す
。
本
当
に

そ
の
人
に
合
っ
た
も
の
を
作
る
に
は

１
～
３
カ
月
の
期
間
が
必
要
で
す
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
音
を
聴
い
て
い
な

か
っ
た
間
が
あ
る
た
め
、
脳
の
リ
ハ

ビ
リ
の
期
間
が
必
要
な
ん
で
す
。
初

め
は
７
割
ぐ
ら
い
の
音
か
ら
目
標
の

音
に
調
整
し
て
い
き
ま
す
。こ
の
間
、

耳
掛
け
型
の
補
聴
器
を
電
池
代
込
み

で
貸
し
出
し
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
５　

補
聴
器
の
こ
と
、
も
っ
と
教

え
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
？

Ａ
５　

補
聴
器
に
は
耳
掛
け
タ
イ
プ

や
、
耳
の
中
に
入
れ
る
コ
ン
パ
ク
ト

な
カ
ナ
ル
タ
イ
プ
、
箱
型
で
胸
ポ
ケ

ッ
ト
に
入
れ
イ
ヤ
ホ
ン
を
使
用
す
る

ボ
ッ
ク
ス
タ
イ
プ
と
、
様
々
な
タ
イ

プ
が
あ
り
ま
す
。
補
聴
器
は
保
険
適

応
に
な
り
ま
せ
ん
が
、
金
額
は
片
耳

10
万
円
、
両
耳
20
万
円
く
ら
い
の
も

の
か
ら
、
高
い
も
の
で
は
両
耳
１
０

０
万
円
く
ら
い
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。

メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
は
両
耳
セ
ッ
ト

だ
と
割
引
が
あ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

高
価
な
も
の
は
補
聴
器
の
調
整
が
し

易
か
っ
た
り
デ
ザ
イ
ン
に
優
れ
て
い

た
り
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、

金
額
の
差
で
聴
こ
え
と
い
う
も
の
自

体
に
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。
興
味
が
あ

れ
ば
ぜ
ひ
一
度
、
私
の
と
こ
ろ
へ
お

越
し
下
さ
い
。

（
病
院
地
域
医
療
連
携
室
）

病院だより vol.2

印
象
材
で
、
来
場
者
の
指
型
を
採
る
学
生
た
ち
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こ
の
た
び
、
文
部
科
学
省
お
よ
び
日
本
学
術
振
興
会
は
、「
２
０
１
８
年
度
科
学
研
究

費
補
助
金
（
科
研
費
）」
の
交
付
内
定
を
発
表
し
た
。
本
学
の
総
額
は
１
億
１
千
万
円
を

超
え
る
額
と
な
り
、
６
年
連
続
で
１
億
円
を
突
破
し
た
。　

「
科
研
費
」
は
、
研
究
者
の
自
由

な
発
想
に
基
づ
く
研
究
の
多
様
性
を

確
保
し
、
国
際
的
に
評
価
の
高
い
研

究
を
推
進
す
る
た
め
の
わ
が
国
最
大

の
競
争
的
研
究
資
金
で
あ
る
。近
年
、

財
政
事
情
の
厳
し
さ
の
下
、
そ
の
規

模
は
頭
打
ち
と
な
る
一
方
、
応
募
件

数
は
10
万
件
と
増
加
し
、
全
体
の
採

択
率
は
25
％
と
低
下
し
て
き
て
い
る
。

　
「
科
研
費
」
は
、
研
究
計
画
書
の

提
出
に
よ
る
複
数
段
階
に
お
け
る
厳

格
な
審
査
（
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
）
を
経

て
、交
付
決
定
さ
れ
る
。「
基
盤
研
究
」

を
中
心
と
し
て
、「
若
手
研
究
」「
挑

戦
的
研
究
」
な
ど
の
研
究
種
目
が
設

定
さ
れ
て
い
る
。
質
の
高
い
研
究
活

動
を
行
う
た
め
に
は
、
優
れ
た
研
究

者
と
共
に
充
実
し
た
研
究
施
設
と
研

究
資
金
が
必
要
で
あ
る
。
従
っ
て
、

研
究
者
に
と
っ
て
は
、「
科
研
費
」

の
重
要
性
は
極
め
て
大
き
く
、
採
択

件
数
と
補
助
金
額
は
研
究
者
の
実
績

や
大
学
の
研
究
活
動
の
評
価
の
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
交
付
決
定
は
、
継
続
研
究

も
含
め
て
、基
盤
研
究
（
Ａ
）
１
件
、

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
８
件
、
基
盤
研
究

（
Ｃ
）
23
件
、
挑
戦
的
研
究
５
件
、

若
手
研
究
６
件
お
よ
び
国
際
共
同
研

究
加
速
基
金（
国
際
共
同
研
究
強
化
）

１
件
の
総
計
44
件
で
あ
る
。
２
０
１

８
年
度
に
配
分
さ
れ
る
直
接
経
費
と

間
接
経
費
の
総
額
は
１
億
１
千
万
円

を
超
え
る
額
と
な
り
、
６
年
連
続
で

１
億
円
を
突
破
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
新
設
さ
れ
た
挑
戦
的

研
究
（
開
拓
）
は
、
採
択
率
10
％
と

い
う
厳
し
い
競
争
で
あ
る
が
、
小
林

泰
浩
教
授
（
本
学
総
合
歯
科
医
学
研

究
所
）
に
よ
る
申
請
課
題
が
、
初
め

て
採
択（
直
接
経
費
総
額
２
千
万
円
）

さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
文
部
科
学
省
が
２
０
１

６
年
度
に
新
設
し
た
「
私
立
大
学
研

究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」に
対
し
、

本
学
か
ら
は
「
先
端
硬
組
織
科
学
研

究
の
拠
点
形
成
と
高
度
歯
科
医
師
育

成
へ
の
展
開
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に

て
、
こ
の
７
月
に
応
募
申
請
を
行
っ

た
。
本
研
究
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は
、

「
建
学
の
理
念
に
基
づ
き
、
豊
か
な

教
養
と
高
い
人
格
を
備
え
た
有
為
な

歯
科
医
師
の
育
成
を
確
固
た
る
も
の

に
す
る
」で
あ
る
。
本
学
の
申
請
は
、

タ
イ
プ
Ｂ
（
世
界
展
開
型
）で
あ
り
、

学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
で
、

先
端
的
・
学
際
的
な
研
究
拠
点
を
整

備
・
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

　

大
学
に
お
け
る
基
礎
お
よ
び
臨
床

研
究
の
発
展
は
、
学
生
教
育
の
質
的

な
向
上
に
連
結
す
る
。
今
後
も
、
本

学
に
お
け
る
ま
す
ま
す
の
研
究
・
教

育
・
診
療
の
発
展
を
期
待
し
た
い
。

（
歯
学
部
長
・
学
生
部
長　
　
　
　
　
　

口
腔
生
化
学
講
座　

教
授　

宇
田
川
信
之
）

(49)
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学
生
が
も
の
づ
く
り
を
通
し
て
歯
科
を
Ｐ
Ｒ

２
０
１
８
ま
つ
も
と
広
域
も
の
づ
く
り
フ
ェ
ア

　

第
１
学
年
か
ら
第
３
学
年
の
学
生

有
志
は
、７
月
14
日（
土
）、15
日（
日
）

の
両
日
、松
本
市
で
開
催
さ
れ
た「
ま

つ
も
と
広
域
も
の
づ
く
り
フ
ェ
ア
」

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
し
た
。
本
学

ブ
ー
ス
に
お
い
て
歯
科
材
料
を
使
っ

た
手
指
模
型
の
製
作
を
行
い
、
来
場

者
を
楽
し
ま
せ
た
。

　

同
フ
ェ
ア
は
、
松
本
市
、
塩
尻
市
、

安
曇
野
市
の
商
工
団
体
が
中
心
と
な

っ
て
、
将
来
を
担
う
小
・
中
学
生
を

対
象
に
「
学
び
た
い
! 

知
り
た
い
! 

体
験
し
た
い
! 

も
の
づ
く
り
の
魅
力

!!
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
す
る
イ
ベ
ン

ト
。
企
業
や
教
育
機
関
な
ど
が
約
40

種
の
体
験
ブ
ー
ス
を
並
べ
た
。

　

今
回
、
本
学
か
ら
参
加
し
た
学
生

は
、
第
３
学
年
の
沢
田
太
一
君
、
濱

田
晃
正
君
、
宮
澤
美
咲
さ
ん
、
第
２

学
年
の
千
野
文
子
さ
ん
、
長
尾
将
平

君
、
町
野 

惇
君
、
山
内 

優
さ
ん
、

2018 年度 科学研究費配分が決定
獲得額６年連続で年間１億円を突破

　

６
月
29
日
（
金
）、
本
館
６
０
１

教
室
に
お
い
て
松
本
歯
科
大
学
病
院

総
合
口
腔
診
療
部
門
主
催
に
よ
る
講

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
総
合
口
腔
診
療
部
門
診
療

教
授
で
、
福
岡
県
北
九
州
市
に
お
き

ま
し
て
木
村
歯
科
医
院
を
開
院
さ
れ

て
い
る
本
学
８
期
生
の
木
村
英
生
先

生
を
お
招
き
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
エ
ン
ド
治
療
を
成
功

さ
せ
る
た
め
に
真
に
重
要
な
基
本
的

知
識
と
必
要
な
手
技
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
、
歯
内
療
法
、
特
に
根

管
治
療
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
ま

し
た
。

　

木
村
先
生
は
、
①
物
理
的
・

解
剖
学
的
制
約
が
大
き
い
こ
と
、

②
ミ
ク
ロ
の
対
象
物
に
マ
ク
ロ

的
手
法
で
対
峙
し
て
い
る
こ
と
、

③
盲
目
的
操
作
に
頼
ら
ざ
る
を

得
な
い
こ
と
、
④
治
療
の
各
ス

テ
ッ
プ
が
達
成
さ
れ
た
と
い
う

確
証
を
得
る
こ
と
な
く
進
め
ざ

韓国で進学説明会を開催
多数の参加者から

教育体制について熱心に質問

る
を
得
な
い
こ
と
、
⑤
治
療
結
果
の

判
定
基
準
が
不
明
確
で
術
者
の
主
観

で
判
定
し
て
き
て
い
る
こ
と
の
５
項

目
が
歯
内
治
療
を
困
難
に
し
て
い
る

根
源
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
、
こ
れ
ら

の
障
壁
を
乗
り
越
え
て
如
何
に
し
た

ら
難
治
症
例
を
成
功
に
導
け
る
か
、

ま
た
、
根
管
治
療
回
数
を
減
ら
せ
る

か
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
、
先
生
の

こ
れ
ま
で
の
貴
重
な
数
多
く
の
症
例

を
提
示
い
た
だ
き
な
が
ら
講
演
さ
れ

ま
し
た
。

　

歯
内
療
法
の
原
則
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
一
開
業
医
と
し
て
現
実
論
と

し
て
の
お
話
を
伺
う
こ
と
も
で
き
、

ま
た
開
業
当
時
か
ら
今
日
に
至
る
ま

で
長
期
に
わ
た
っ
て
経
過
を
診
ら
れ

て
い
る
多
く
の
症
例
を
み
て
、
受
講

さ
れ
た
先
生
方
は
皆
感
銘
を
受
け
て

お
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
総
合
口
腔
診
療
部
門
以
外

質
問
に
応
え
る
木
村
先
生

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

北
九
州
市
開
業
・
８
期
生
・
木
村
英
生
先
生
を
迎
え
て
病
院
講
演
会

貴
重
な
症
例
を
提
示
し
根
管
治
療
に
つ
い
て
解
説

三
浦
祐
樹
君
、
第
１
学
年
の
青
木
枝

梨
香
さ
ん
、前
田
風
華
さ
ん
の
10
人
。

　
「
歯
科
材
料
で
指
の
複
製
を
作
っ

て
み
よ
う
」
と
題
し
た
本
学
ブ
ー
ス

で
、
印
象
材
を
用
い
て
来
場
者
の
指

型
を
カ
ッ
プ
に
採
り
、
石
膏
を
流
し

込
ん
で
リ
ア
ル
な
指
模
型
を
作
っ
て

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。
体
験
タ
イ
ム
開

始
早
々
の
９
時
30
分
か
ら
行
列
が
で

き
る
ほ
ど
の
賑
わ
い
と
な
り
、
学
生

た
ち
は
汗
を
流
し
な
が
ら
交
代
で
印

象
材
を
練
り
続
け
た
。
ま
た
、
歯
科

材
料
の
特
徴
や
印
象
採
得
の
手
順
な

ど
を
参
加
者
に
丁
寧
に
説
明
し
て
い

た
。

　

２
日
間
で
約
３
６
０
人
が
本
学
の

体
験
コ
ー
ナ
ー
を
訪
れ
、
大
盛
況
だ

っ
た
。
学
生
た
ち
は
「
忙
し
か
っ
た

け
れ
ど
、
充
実
感
が
あ
り
ま
し
た
。

ア
ル
ジ
ネ
ー
ト
を
練
る
テ
ク
ニ
ッ
ク

が
向
上
し
た
気
が
し
ま
す
」
と
感
想

を
述
べ
て
い
た
。

の
先
生
方
そ
し
て
臨
床
研
修
歯
科
医

を
含
め
て
総
勢
90
人
ほ
ど
が
受
講
さ

れ
、
活
発
な
討
議
も
な
さ
れ
と
て
も

盛
り
上
が
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
難
治
症
例
等
に
つ
い
て
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ス
タ
イ
ル
で
の
講
習

会
も
行
う
予
定
で
お
り
ま
す
。

（
病
院
総
合
口
腔
診
療
部
門　

教
授　

山
本
昭
夫
）

　

６
月
16
日
（
土
）、
韓
国
ソ
ウ
ル

特
別
市
に
お
い
て
本
学
進
学
説
明
会

が
開
催
さ
れ
、
本
学
の
歯
学
部
や
歯

科
衛
生
士
学
科
に
興
味
が
あ
る
学
生

や
保
護
者
14
組
22
人
が
訪
れ
た
。

　

今
回
の
相
談
会
は
、
近
年
の
韓
国

留
学
生
の
増
加
に
対
応
し
て
企
画
さ

れ
、
一
日
体
験
入
学
に
参
加
で
き
な

い
学
生
ら
に
本
学
の
魅
力
を
分
か
っ

て
も
ら
う
機
会
と
し
て
行
わ
れ
た
。

　

説
明
会
で
は
、
中
村
浩
彰
教
務
部

長
が
本
学
の
概
要
や
歯
学
部
の
現
状
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
容
な
ど
を
ス
ラ
イ

ド
を
使
い
分
か
り
や
す
く
説
明
し
、

岡
藤
範
正
教
授
が
衛
生
学
院
の
概
要

や
現
状
、
歯
科
衛
生
士
の
魅
力
な
ど

詳
細
に
説
明
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
入
試
の
内
容
や

勉
強
方
法
、
入
学
後
の
学
習
方
法
、

ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
テ
ス
ト
、
進
級
要
件

や
留
年
率
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
な

質
問
が
出
さ
れ
、
両
教
授
は
一
つ
ず

つ
丁
寧
に
答
え
て
い
た
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

中村教務部長から概要説明を聴く参加者
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岩
手
医
科
大
学
・
原
田
英
光
先
生
が
講
演

「
エ
ナ
メ
ル
芽
細
胞
の
分
化
と
極
性
の
制
御
機
構
、

そ
の
破
綻
と
歯
科
疾
患
に
つ
い
て
」

〔
昇
任
〕　
　　

６
月
１
日�

　

長
瀬　

昭
子�

（
歯
科
衛
生
士
室
歯
科
衛
生
士
チ
ー
フ
）

〔
退
職
〕　
　
　
６
月
15
日

　

手
塚　

弘
貴�

（
診
療
助
手
（
常
勤
職
員
））

〔
定
年
退
職
〕　

６
月
24
日

　

山
岸　

和
男�

（
事
務
局
管
理
課
技
術
員
（
契
約
職
員
））

〔
採
用
〕　　
　

６
月
25
日

　

山
岸　

和
男�

（
事
務
局
管
理
課
技
術
員（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
））

　
　
　
　
　
　

７
月
１
日

　

野
本　

亨
嗣�

（
事
務
局
経
理
室（
納
品
検
収
セ
ン
タ
ー
）マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

　

三
石
紫
緒
里�

（
事
務
局
図
書
館
事
務
課
司
書
（
派
遣
職
員
））

〔
契
約
満
了
〕　

６
月
30
日

　

山
田　

紗
織�

（
研
修
歯
科
医
）

　

下
林
明
日
香�

（
事
務
局
大
学
病
院
事
務
室
事
務
員
（
派
遣
職
員
））

――――松本歯科大学校友会――――

Alumni News

広島県支部

支部総会・学術講演会並びに
岡田芳幸先生の広島大学教授就任を祝う会

　

６
月
９
日
（
土
）、
大
津
市
の
コ

ラ
ボ
し
が
21
に
て
滋
賀
県
支
部
校
友

会
総
会
並
び
学
術
講
演
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
角
田
和
芳
支
部
会
長

（
６
期
生
）
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
、
大
学
の
近
況
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
中
で
今
回
を
も
っ
て
支
部

長
の
職
を
退
任
さ
れ
る
旨
の
お
話
が

あ
り
、
新
た
に
宮
澤
英
二
先
生
（
７

期
生
）
が
推

薦
さ
れ
、
新

支
部
長
と
し

て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

宮
澤
新
支

部
長
よ
り
、

今
後
の
抱
負

を
お
話
し
い

た
だ
き
、
角
田
先
生
に
対
し
て
は
、

12
年
間
支
部
長
と
し
て
会
の
向
上
と

親
睦
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
へ
の
お
礼
が
の
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

学
術
講
演
会
で
は
、
本
学 

大
学

院
歯
学
独
立
研
究
科
・
顎
口
腔
機
能

制
御
学
講
座
教
授
の
倉
澤
郁
文
先
生

（
１
期
生
）
よ
り
「
Ｔ
Ｃ
Ｈ
（
歯
列

接
触
癖
）
に
つ
い
て
考
え
る
」
と
題

し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
わ
ゆ
る
顎
関
節
症
に
代
表
さ
れ

る
、
顎
機
能
異
常
は
、
多
因
性
の
発

症
因
子
が
関
与
し
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
の
原
因
の
ひ

と
つ
で
あ
る
持
続
的
な
歯
の
接
触

習
癖
、
す
な
わ
ち
Ｔ
Ｃ
Ｈ
（Tooth 

Contacting Habit

）
が
広
い
意
味

で
の
顎
機
能
異
常
に
寄
与
因
子
と
し

て
関
連
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
最

新
の
研
究
段
階
で
の
情
報
お
よ
び
、

実
際
の
症
例
で
の
対
処
法
な
ど
を
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
後
、
食
事
会
で
は
本
学
で
の

懐
か
し
い
思
い
出
話
な
ど
に
花
が
咲

き
あ
ち
こ
ち
で
笑
い
声
や
握
手
な
ど

お
お
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

（
滋
賀
県
支
部　

26
期
生　

横
井
秀
典
）

　

５
月
27
日
（
日
）、
広
島
市
東
区

の
広
島
県
歯
科
医
師
会
２
階
の
口
腔

保
健
セ
ン
タ
ー
研
修
室
に
お
い
て
広

島
県
支
部
の
定
期
総
会
を
開
催
し

た
。
光
山
素
夫
理
事
（
29
期
生
）
の

司
会
の
も
と
、
筆
者
・
松
山
多
男
支

部
長（
８
期
生
）の
あ
い
さ
つ
の
後
、

事
業
報
告
、事
業
計
画
を
審
議
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
本
学
特
任
教
授
の

笠
原 

浩
先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
、

「
認
知
症
患
者
の
歯
科
治
療
」
と
い

う
演
題
で
ご
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

講
演
内
容
は
、認
知
症
に
限
ら
ず
、

人
生
経
験
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
高
齢

者
の
方
々
の
尊
厳
に
配
慮
し
つ
つ
、

い
か
に
説
明
す
る
か
、
診
療
に
あ
た

る
か
と
い
う
こ
と
に
主
眼
を
置
き
、

丁
寧
に
分
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
た
。

ま
た
、演
題
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

臨
床
の
見
地
か
ら
、
小
児
の
臨
床
の

　

７
月
13
日
（
金
）、
総
合
歯
科
医

学
研
究
所
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
に
お
い

て
岩
手
医
科
大
学
解
剖
学
講
座
発

生
生
物
・
再
生
医
学
分
野
教
授 

原

田
英
光
先
生
を
講
師
と
し
て
お
迎
え

し
、「
エ
ナ
メ
ル
芽
細
胞
の
分
化
と

極
性
の
制
御
機
構
、
そ
の
破
綻
と
歯

科
疾
患
に
つ
い
て
」
と
い
う
演
題
で

大
学
院
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

　

原
田
先
生
は
九
州
歯
科
大
学
を
ご

卒
業
後
、
歯
の
発
生
・
再
生
研
究
で

世
界
最
高
峰
の
ラ
ボ
で
あ
っ
た
ヘ
ル

シ
ン
キ
大
学 

イ
ル
マ
・
テ
ス
レ
フ

教
授
の
研
究
室
に
留
学
さ
れ
た
。
齧げ

っ

歯し

類
の
切
歯
に
幹
細
胞
を
発
見
さ
れ
、

幹
細
胞
維
持
に
関
わ
る
因
子
と
し
て

笠原特任教授（前列中央）、岡田先生（右隣）を囲む広島県支部会員

７
月
30
日
㈪
～
10
日
㈮

　

第
50
回
全
日
本
歯
科
学
生
総
合

　
　

体
育
大
会 

夏
期
部
門

１
日
㈬
～
16
日
㈭

　

夏
季
休
業
（
大
学
院
）

１
日
㈬
～
19
日
㈰

　

夏
季
休
業
（
第
４
学
年
）

２
日
㈭

　

一
日
体
験
入
学
（
歯
学
部
）

５
日
㈰

　

一
日
体
験
入
学
（
歯
学
部
）

17
日
㈮

　
一
日
歯
科
衛
生
士
体
験�

（
衛
生
学
院
第
３
学
年
）

20
日
㈪

　

後
期
授
業
開
始
（
第
４
学
年
）

25
日
㈯
・
26
日
㈰

　
一
日
体
験
入
学
（
歯
学
部
）

29
日
㈬

　

大
学
院
発
表
会

29
日
㈬
～
９
月
６
日
㈭

　

定
期
試
験
（
第
１
～
３
学
年
）

手
解
き
、
Ｂ
Ｐ
製
剤
、
抗
凝
固
薬
を

使
用
し
て
い
る
患
者
の
外
科
処
置
時

の
対
応
な
ど
、
重
要
と
思
わ
れ
る
こ

と
を
幅
広
く
ご
教
授
い
た
だ
い
た
。

笠
原
教
授
に
は
支
部
会
員
が
小
児
歯

科
学
も
し
く
は
障
が
い
者
歯
科
学
で

ご
指
導
を
賜
わ
っ
て
お
り
、
先
生
の

ご
尊
顔
を
拝
す
る
と
す
で
に
遠
い
昔

と
な
っ
た
学
生
時
代
を
思
い
出
し
、

と
て
も
懐
か
し
い
思
い
と
と
も
に
１

時
間
に
お
よ
ぶ
講
演
を
聴
講
し
た
。

早
速
、
明
日
か
ら
の
診
療
に
生
か
し

て
い
く
所
存
で
あ
る
。

　

つ
づ
い
て
、
北
海
道
大
学
を
卒
業

後
本
学
障
が
い
者
歯
科
学
講
座
で
研

鑽
を
つ
ま
れ
た
岡
田
芳
幸
先
生
が
広

島
大
学
教
授
に
就
任
さ
れ
た
の
を
祝

う
会
を
、
場
所
を
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ

ィ
ア
広
島
に
移
動
し
て
開
催
し
た
。

　

松
山
支
部
長
と
岡
田
先
生
に
と
っ

て
も
恩
師
で
あ
る
笠
原
教
授
が
お
祝

い
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
、
和
気
藹あ

い
あ
い々

と
し
た
雰
囲
気
で
祝
賀
会
は
行
わ

れ
、赤
木
真
一
副
支
部
長
（
４
期
生
）

の
あ
い
さ
つ
で
閉
会
し
た
。

（
広
島
県
支
部　

８
期
生　

松
山
多
男
）

歯
学
体
が
開
幕

12
部
門
に
参
加
し

熱
き
戦
い
始
ま
る

第 50 回全日本歯科学生総合体育大会夏期部門日程（本学が出場する部門のみ掲載）

月
　　

日部　門　名

7
／
31
㈫

8
／
1
㈬

　
　
2
㈭

3
㈮

4
㈯

5
㈰

　

6
㈪

7
㈫

8
／
8
㈬

／
9
㈭

　

10
㈮

会 　 場 　 名

硬 式 野 球（九州歯科大学） ● ● ● ● ● ▲ 筑豊緑地球場、北九州市民球場、大谷球場

準硬式野球（大阪歯科大学） ● ● ● ● 姫路球場・夢前スポーツセンター、豊富球場

硬 式 庭 球（神奈川歯科大学） ● ● ● ● ● ● 白子町営テニスコート

サ ッ カ ー（神奈川歯科大学） ● ● ● ● ● 横須賀リーフスタジアム、湘南学院高校グランド、
神奈川歯科大学浦上台グランド

ゴ  ル  フ（昭和大学歯学部） ● ● ● 戸塚カントリー倶楽部

バドミントン（神奈川歯科大学） ▲ ● ● ● ● ● くまがやドーム

バスケットボール（神奈川歯科大学） ● ● ● ● ● 神奈川歯科大学体育館、鶴見大学体育館

剣　　　道（神奈川歯科大学） ▲ ● ● 横須賀南体育館

弓　　　道（大阪歯科大学） ● ● ● ● 田辺市弓道場

日 本 拳 法（日本大学歯学部） ▲ ● ● 千代田区スポーツセンター

陸 上 競 技（日本大学歯学部） ▲ ● 大井ふ頭中央海浜公園スポーツの森

水　　　泳（松本歯科大学） ▲ ● ● 長野県運動公園総合運動場総合市民プール

《開会式：7 月 30 日（月）、閉会式：8 月 10（金）》　　● : 試合日、　▲ : 練習日 ･ 予備日等

　

小
児
歯
科
学
講
座
の
森
山
敬
太
助

教
は
、
松
本
市
の
長
野
朝
鮮
初
中
級

学
校
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
６
月
22

日
（
金
）、
初
級
部
低
学
年
の
児
童

お
よ
び
附
属
幼
稚
園
の
園
児
あ
わ
せ

て
22
人
を
対
象
に
同
校
に
お
い
て
歯

科
指
導
を
行
っ
た
。

　

森
山
助
教
は
歯
科
医
師
の
仕
事
内

容
に
つ
い
て
話
し
た
後
、
虫
歯
予
防

学
習
と
題
し
て
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
を

見
せ
な
が
ら
乳
歯
の
特
徴
や
虫
歯
の

恐
ろ
し
さ
、
歯
の
大
切
さ
な
ど
を
分

か
り
や
す
く
説
明
。「
ご
飯
や
お
や

つ
、
飲
料
水
は
規
則
正
し
く
取
り
ま

倉
澤
教
授
の
講
演
を
聴
く
参
加
者

し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
る
と
、
児
童

ら
は
手
を
あ
げ
て
大
き
な
声
で
返
事

を
し
た
。

　

ま
た
、
歯
磨
き
の
練
習
で
は
、
歯

の
模
型
を
用
い
て
正
し
い
歯
磨
き
方

法
を
指
導
し
、
児
童
ら
は
説
明
を
聞

き
な
が
ら
普
段
使
っ
て
い
る
歯
ブ
ラ

シ
で
実
際
に
歯
を
磨
い
た
。

　

最
後
に
児
童
ら
か
ら
感
謝
を
こ
め

て
「
森
山
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」
と
お
礼
の
言
葉
が
贈
ら

れ
た
。

森
山
助
教
の
呼
び
か
け
に
手
を
あ
げ
て
応
え
る
児
童

〔
配
置
換
〕　　

７
月
1
日

　

原　
　

聖
司�

（
大
学
設
置
準
備
室
課
長
）

〔
兼
務
〕　　
　

７
月
1
日

　

酒
井　

康
成�

（
事
務
局
衛
生
学
院
事
務
室
長
兼
務
）

　

臼
井　

弘
泰�

（
大
学
誌
編
纂
委
員
兼
務
）

大学院セミナー

HOT LINE 0263–54–3210
松本歯科大学　入試広報室

www.mdu.ac.jp

ＡＯ 入 試（Ⅰ期）
試 験 日　9 月　8 日㈯

出願期間　8 月27日㈪～ 9 月 5日㈬

一 日 体 験 入 学
① 8月 2日㈭　② 8月 5日㈰

③ 8月25日㈯　④ 8月26日㈰
※8月開催分のみ掲載

開催時間 9：45 ～ 15：00（受付 9：15 ～）
●キャンパスツアー　●ランチ体験
●模擬実習　●入試説明・進学相談　など

※参加希望の方は、本学ホームページまたは下記まで
ご連絡ください。

■お問い合わせ■

講師に迎えた原田先生

Fgf10

が
重
要
な
働
き
を
し
て
い
る

こ
と
を
報
告
さ
れ
た
。

　

２
０
０
６
年
に
岩
手
医
科
大
学
に

教
授
と
し
て
赴
任
さ
れ
、
歯
の
発
生

と
再
生
研
究
で
ト
ッ
プ
を
走
っ
て
い

る
。

　

エ
ナ
メ
ル
質
形
成
は
、
外
胚
葉
系

上
皮
細
胞
で
あ
る
エ
ナ
メ
ル
芽
細
胞

が
担
っ
て
お
り
、
間
葉
系
細
胞
で
あ

る
骨
芽
細
胞
の
骨
形
成
と
は
全
く
異

な
る
機
構
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
が
、

　

第
50
回
全
日
本
歯
科
学
生
総
合
体

育
大
会
夏
期
部
門
は
、
神
奈
川
歯
科

大
学
の
事
務
主
管
に
よ
り
７
月
30
日

（
月
）
か
ら
８
月
10
日
（
金
）
ま
で
の

日
程
で
開
催
さ
れ
る
。
夏
期
種
目
23

部
門
の
う
ち
水
泳
部
門
は
本
学
が
主

管
す
る
。
本
学
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
す

る
の
は
硬
式
野
球
、
剣
道
、
ゴ
ル
フ
、

弓
道
、
水
泳
、
陸
上
競
技
な
ど
の
12

部
門
。

　

去
る
５
月
16
日
（
水
）、
本
館
講

堂
に
お
い
て
行
わ
れ
た
選
手
壮
行
会

で
は
、宇
田
川
信
之
歯
学
部
長
の「
デ

十
分
に
解
明
さ
れ
て
は
い
な
い
。

　

原
田
先
生
の
研
究
室
で
は
、Rho

シ
グ
ナ
ル
を
中
心
に
エ
ナ
メ
ル
芽
細

胞
の
分
化
と
極
性
の
制
御
機
構
の
解

明
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、Sem

a4D-
RhoA-Akt

経
路
が
、
エ
ナ
メ
ル
芽

細
胞
の
形
態
、
極
性
変
化
、
増
殖
、

基
質
蛋
白
の
分
泌
を
統
合
的
に
制

御
す
る
重
要
な
機
構
で
あ
る
こ
と
、

Rho

シ
グ
ナ
ル
の
異
常
に
よ
っ
て

含
歯
性
嚢
胞
な
ど
の
歯
原
性
嚢
胞
が

発
生
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
、
培
養

細
胞
や
器
官
培
養
、RhoA

の
機
能

喪
失
遺
伝
子
改
変
マ
ウ
ス
を
用
い
て

明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
を
丁
寧
に
ご

講
演
い
た
だ
い
た
。
講
演
後
に
は
活

発
な
質
疑
が
あ
り
、
大
変
有
意
義
な

セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ
た
。

（
口
腔
解
剖
学
講
座　

准
教
授　

田
所　

治
）

小
児
歯
科
学
講
座
・
森
山
敬
太
助
教

長
野
朝
鮮
初
中
級
学
校
で
歯
磨
き
方
法
を
指
導

ン
タ
ル
が
ん
ば
る
ぞ
!
」
の
掛
け
声

と
と
も
に
全
員
が
拳
を
高
く
突
き
上

げ
て
、団
結
と
健
闘
を
誓
い
合
っ
た
。

大
学
院 

顎
口
腔
機
能
制
御
学
講
座･

倉
澤
郁
文
教
授
が
学
術
講
演

「
Ｔ
Ｃ
Ｈ
（
歯
列
接
触
癖
）
に
つ
い
て
考
え
る
」

滋
賀
県
支
部

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

Economic News 内外の経済　7月30日付

▲

株価 東京外国為替相場と各国定期預金金利
� （3カ月物）日本 　22,542.32円

米国 　25,451.06ドル 米ドル 111.98円 0.20％▲

金地金店頭価格� （消費税込み） 英ポンド 146.52円 0.10％
売り（１グラム） 4,767円 スイスフラン 112.61円 0.01％
買い（１グラム） 4,681円 ユーロ 130.43円 0.01％▲

白金地金店頭価格�（消費税込み） タイバーツ 3.41円 0.10％
売り（１グラム） 3,308円 日本円 ——— 0.01％
買い（１グラム） 3,179円 （SMBC 信託銀行ＨＰ等より）

校
友
会
伝
言
板

〔
訃
報
〕

　

40
期
生
の
日
置
崇
史
先
生
が
７
月

24
日
（
火
）、
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

27
歳
。

　

日
置
先
生
は
在
学
中
、
２
０
１
６

年
度
卒
業
準
備
委
員
会
委
員
長
と
し

て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　

四
十
九
日
法
要
は
、９
月
９
日（
日
）

11
時
よ
り
大
阪
府
豊
中
市
の
如
来
寺

に
て
行
わ
れ
ま
す
。
詳
細
は
校
友
会

事
務
局
（
☎
０
２
６
３-

54-

１
４
３

２
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。


